
大洋島の植生

ガラパゴス諸
島進化論の故

滞ガラパゴス芸者島は棄太平洋の赤道直下､南

アメリカ大陸の西方1000㌔ほどのところにある

.ここは19世紀､イギリスのダーウィン(CDarwln

､1809-82)がゾウガメやフインチ､ウミイグ

アナやリクイクアナなど特異な動物たちを観察し

､｢生物進化論=自然選択説｣の着想を得たとさ

れるところである｡島の特異な動物相に比べると

､植物相とそれの織りなす植生の知名度は低いが

､ガラパゴス諸島の植物たちもまた動物たちと

同じく､棄-級の特異性を示している｡ 溶岩と降水量の違

い

ガラパゴス諸島の植生を理解するには､う

つの要素が前提となるO第一は地質条件である

｡ガラパゴスの島々は､ナスカプレートにある

マクマ噴出の定点 (ホットスポット)の上につくら

れた火山島である｡プレートは乗に向かって動

いているので.東方に位置する島ほど起源が古く

､最古の溶岩は500万年前のものといわれる｡

反対に最西端の島は新しく､いまも頃火が起き

ている｡植物は火山から頃出した新旧の溶岩､

スコリア(栂が大きい火LL1秒)､火山灰が風化した土

壌に根を下ろしている

｡第二の要素は気候条件である｡南極海に発

した冷たいペルー海流 (フンボルト海,,%)は､南アメ Jtと■易且と書 ガラパゴス諸島は南東貿

易風帯のなかにある｡島に艮易風が当たると

雲が生じる｡写穴でも左側のLLJに雲がわき上

がり､その背後の高所に雲がかかっているの

か見えるoこうして息上側斜面に多くの雨が

降り､植物を育てる｡写夫はサンティアコ島

｡写真 吉野鐘ii(N)

リ力大陸の西方を北に進み､赤道圏に近づい

て西に向きを変え､ガラパゴス諸星の周辺を流

れる.このため.赤道直下にしてはガラパゴス害

者島の気温は低い｡また周辺の海域には陸地が

少ないために上昇気流が起こりにくく､全体的

に年降水tが少ない｡さらに島々は南東貿易風

胃のなかにあり､,塁気を含んだ覧易風は南東か

ら吹いてくる｡しかし標高の高い山がない島では

､その湿気が雨になって島に降ることが少なく

､いつも乾いている｡一万.標高の高い山があ

る島では､貿易風が運ぶ湿気は南東側 (風上鯛)

料面の中腰に雨となって掲るが､尾根を越えた

風は湿気をかなり失っているため､山の北西側(

風下伺)には少壬の雨しかもたらさない｡また､



>薯若読海岸の植生 内

陸の新しい書芸地は横を

下ろす土壌がなく､普通

の博物には生育地として

不向きだが､溶岩流が海

に達したところには､早

くからマンクローフ林が

発達する｡波の影響を受

ける海岸部は溶岩の風化

が内陸部よりも遠く､水

中には細かな賓岩性の砂

や泥があり､マングロー

ブ頬rまそこに横を下ろせ

るのである｡マングロー

ブ矧ま海流に乗って種子

が運ばれる植物で.ガラ

パゴス諸島のものは､南

アメリカ大陸産の種と同

種である｡海岸に沿った

頴の部分がマングローブ

林で､リソフォラ･マンク

L,Rbzzoj,bold mLl"g/e
(ヒルギ科)とラグンクラ

リア･ラケモサ L･aglJn-
(〟ldrldraECmOJd(シクン

シ科)が多い.4月､イ

サベラ島の溶岩流の先端

部で｡ 写真 伊藤秀三

い山がある昌の風下側に位置する隣の島では､

貿易風はすでに湿気の多くを失

っているので､高い山があっても前線の島ほど

には雨が降らず､乾いた環境が広がることにな

るOこの

ように高い山がある島では､南東貿易風の風上

側に位置するほど多くの雨に恵まれ､また同じ

島内でも風上側になる南東斜面のほうが風下側

よりも多く雨が降る結果になる｡降水量が多ければ溶岩の風化がよく進む｡このような 降水量の分布の

違いは､植生の垂直分布に大きな影響を与えるこ

とになる｡第三の要素は植物相である｡火山島

には､最初は陸上生物が存在しない｡そこに植物が

たどEJ}Lり着くためには､種子や胞子が気流､海

流､馬のいずれかによって運び込まれなければなら

ない.ガラパゴス諸島の植物相の起源地は､

同諸島に最も近い南アメリカ大陸である｡しかし

､JI大陸側の植物が丸ごとひと揃いガラパコス諸島 に移動しているわ

け

ではない｡とくに樹木の種矧 ま非常に少ない｡

大陸から移動してきた植物は､ガラパコス諸島

のなかで独自の進化を続け､多くのES]育種を

生み出しているoその比率は被し子植物では5

0%に達する｡島々の植生に特色を与えている

のは､この固有種たちである｡ここでは同諸

島の中央部から東部にある､高い山をもつ昌の植生分布を中心に話を進めよう

.海岸､乾燥任地の植生島の最前

線にあるのは､マンクローブ林や砂浜植生､海

岸植生である｡カラバコス諸島には4種のマンクローブ植物が生育している｡いずれ

も南アメリカ大陸にあるのと同じ様であるOガ

ラパコス諸島は火山島のため､砂丘や砂浜

が少ない｡そこには世界の赤道圏で一般的に

見られるクンパイヒJL,ガオ Ipomoe

ape∫-CdPrde(ヒル産地海

岸の植生 ウミイグアナがすむJ:うな磯の



火山性砂iI地の捷

生 火山性の砂故

地に最初に侵入す

る桓物は､テイク

イリア･ネシオテ

イカ TJq〟Jlz〟,Ie･
∫/0/ltd(ムラサキ

料)である｡ガラ

パゴス諸島で見ら

れるテイクイリア

JEには4種かあ

り､いずれも固有

種である｡またど

の唖も海岸砂丘な

ど砂地に生える｡

4月､ノUレトロメ島

で｡ 写Jt

W Kaeh】er(U)

スカL/シフの純株 サンタクルス烏の山地中

密には雨がよく障る｡そのため土壌が深く肥

沃である｡キク科のスカレシア･ベドゥンク

ラタはそのような環境に適応して進化した種

で.幹の直径が約30㌢､樹高が10㍍を超え

るものもある｡写真のJ:うに､林がほとんど

1種だけで構成されているのも､大洋島によく

見られる現象である｡4月､サンタクルス畠

の標高H0㍍付近で｡ 写穴 伊藤秀三

ウンクラタ SCdleJZAapcdJ"I"ddEdの高木林で

ある｡

スカレシア ･ベドゥンクラタは異型的な陽樹

で､山地の中腹に道夢旨がつくられたとき､盛り

土の上に最初に群落をつくったの力てこの植物で

あった｡ガラパゴス諸島には陰 横力'1な いの で､

3Lく■ン

陽樹であるスカL/シア.ベドゥ ンクラタが極 相

署半肩となる｡この植物は貴大のもので幹の直径

約30妄ン､樹高は10㍍を超し､さらに純林を形

成する｡この林に混じる高木は､フトモモ科の

プシティウム ･ガラJ(ゲイウム PJLdz〟7"gdLd-

PdgeZZ"71だrjで ある○

この林を抜けて高地に登ると､ノボタン科の

固有種ミコ二ア･ロビンソ二アナ JWzcoIZZarOb771_

JO72Ld〝dの低木群落に至る.この植物はサンタ

クルス島とサンクリストパル島だけに生えてい

る.その生育地は雨の多いLIJ地中腔の上部で､

雲がかかると雨が降り､雲が下がると直射光に

さらされるところである｡三コ二ア ･ロビンソ

二アナが分布しないフDL/アナ島､サンティア

ゴ島､イサベラ昌などでは､同じ立地にミカン科

サンショウ属のサントクシルム･プアカう Z〟〝_

tL,oxyll"afdgardの群落が広がっている｡

ガオ絹)が生えているが､固有種も生育する｡た

とえば産地が多い海岸には､セスウイウム ･エ

ドモンストネイ SeJu〝ZZImedmo/Z∫LoJzeZ(ハマミ

スナ科)がよく見られる｡

海岸から内陸に入っても､低地の年降水丑は

300-500ミリと少ないoこのため溶岩などの風

化は進まず､地表はほとんど溶岩におおわれて

いる｡そこで植生の中心をなすのは乾燥に強い

サボテン類､それに白い樹皮をもち rパロ ･サ

ント(聖なる木)Jとよばれる､カンラン科のブル

セラ･クラウェオレンス Bzz,脚dgraZ,eOLmJで

ある｡サボテン類ではヤスミノケレウス ･トウ

アルシイ JdJ,HI"OCere"∫tbo〝ar571とプラキケ

L,ウス･ネシオテイクス BrGCbyere〟J〃eJLOIzEZlJ

は固有属で･残りのウチウサボテン属 Op〟72ELd

でも全種 (6価7変種)力唱 青である｡これらの

祖先は､すべてアメリカ大陸起源である｡

乾燥低地帯を特色づけるもうひとつの固有植

物は､スカレシア属である｡キク科に属しなが

ら木本性のこの植物は､その葉緑体のDNAを

調べたところ､南アメリカ大陸のアンデス地方

に固有のバッ,i(ポルス属 PaJ,PobolzLJに最も近

縁であることが最近明らかになった.おそらく､

それが祖先植物であろう｡スカレシア属には低

木 12種と高木 う種がある｡低地帯に生えるの

は低木種であり､いずれの場所でも､ただ 1種

の低木種がサJlfテン林やフルtzラ林のなかに生

えている｡

湿潤山地帯の植生

湿気を含む貿易風は山に当たって宴を生じ､

雨を降らせる｡そのため山地の中腹では溶岩の

風化が進み､土壌は深くなっこ 植物がよく繁

茂する｡そこに発達するのがスカレシア ･ベド



山地草原地帯と｢垂直湿原｣ そのなかにガラパ
ゴスにだけ生育するツツジ科の付 レネッティア･ホウェリイ Pmzef

fydbou･elJZZさらに標高が高くなると､シダ類とカヤツリ が混じる｡この固

有種は強風にさらされる環境クサ科の葦原が広がる.ここにはB本と同種の にだけ生育する植物で

､その祖元はアンデスLL,ヒカケノカズラ LJcopodz〝mcLaya/〟7nやミズ 脈の高山植生 ｢バ

ラモ｣にある｡草原のなかにスギ L.lcrtJlJ〟tn､ワラビの仲間も生えている｡ は､場所によって

固有の木生シタであるキアテア ･ウ=アテルピアナ CydlheauJedtb

erb7-aが半生する.■>木になったサ

ボテンとシタ ガラパコス諸島には珍しい固有

種が多い｡たとえば島ことに異なる6領のウ

チウサボテンがあるが､写ft左は乾燥低地に生育するオフンティア

･工キオス･八リンクトネンシスOp〟71/
ZaclL･lol∀arbdm"glQ

"P,′･∫Il｡主蔓軒が幹状に立ち.そ

の表面もアカマツに似ている｡写共石は木生シ



好天が続くとミズゴケが乾い

て白くなるから､遠方からでも垂れ幕状になった群落

を見つけることができる｡私はこの垂直のミズゴケ群

落を｢垂直屈原｣と名づ

けた｡ここまでの話は､南菓側に位3[する易々

の植生についてであった｡北西側にある島は起源が

新しく､そのうえ雨曇が

少ない｡新しい溶岩流の上には､植物がまったく生えてい

ない｡そこではブルセラ ･クラウェオレンス

の疎林が､標高の高いと

ころまで発達する｡さらに上郡には､スカL/シア･コルグタ ScaleJLaCOrddt

dやスカレシア･ミクロケフアラ S･桝′mC

CPhdLaの林があるが､高木のスカレシア

･ベドゥンクラタと異なり､これらの木々の機高

は最大でも 5ミニ程度である｡熔化植物の

影響現在のガラパコス諸島の植生を理解す

るためには､外来の帰化植物を無視できない.

農地や宅地のなかに植えてある植物は別にして､そこ 1r垂iL湿度｣ 山地草原のBE地には

､湿気を含んだ南東貿易風が当たる｡その意気でミズゴケの群落 (写FEでは乾いて白く見える)ができる｡そ

の周囲には木生シタのギアテア･ウェアテルピアナの茂みが見える

｡ミズゴケ群落は､ガラバコス托島のなかでも南

東評に位Zする島の､高いLiJの山頂部だけに見られる｡4

局.サンタクルス島のカモテFE近くで｡写真 伊専芳三 多

くの木本植物が帰化している｡これも､植物相が ｢非調和｣で

あるために木本のニッチ (生層的地位=生活空間)が空いているからである｡

ガラパゴス諸島はエクアドルの国立公園であり､またユ

ネスコの ｢ty界自然遺産｣に指定されている

｡いわば二重に保護されているところといって

いい｡そこでも帰化植物がはびこり､畠育種は脅かされ､生態系が少しずつ壊れてい

から逃げ出し､自然状態で繁殖している植物が る｡その保護と保全は､われわれの果たすべき

かなりある.低地ではヒマ RzcmzLJCOmm〟77ZJ 急務になっているO

(伊藤秀≡)(トウタイクサ科)やラン

タナ Ldnfa〝LICa172ara(クマツヅラ科)が遍路脇に繁茂している｡また中




